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平成 30年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【文化・芸術施設を活かしたこれからの姫路のまちづくり】 

日 程: 平成３０年５月２６日（土） １０：３０～１２：００ 

受講者数: ５名 

会 場: 兵庫県立大学 姫路環境人間キャンパス ゆりの木会館（２Ｆ 会議室） 

講 師: 環境人間学部 准教授 太田 尚孝 

 

 

21 世紀型の都市づくりとして、現在、世界的に地域資源を活用した新たな都市の魅力付けが進

められている。特に、文化・芸術施設は、その核となりうる可能性を有している。本講座では、世

界的な潮流の理解と同時に、実現に向けて検討が進む「（仮称）姫路市文化コンベンションセンタ

ー」の有効活用方法も含めて姫路のこれからのまちづくりについて展望する。 

 

 本講座はグローカルに考えるという立場から、二部構成で講義を行い、その後参加者との意見交換や

追加的なコメントという流れであった。 

前半は「文化・芸術施設を活かしたまちづくりの可能性とリスク」と題して、講座の趣旨説明を含め

て、文化・芸術施設を活かしたまちづくりの必要性と時代環境の変化、考えるべきリスクをグローバル

＋マクロの視点で紹介した。後半は、「広域連携政策における文化施設のあり方－ひめじ市コンベンシ

ョンセンター計画－」として、姫路市に新設予定のコンベンションセンターの概要説明、広域的・空間

的観点からの課題や可能性を他地域との比較等からコメントした。これらを踏まえて、受講者からの質

疑応答及び議論を展開した。 

 姫路市で建設が予定されている（仮称）姫路市文化コンベンションセンターは、その規模や立地から、

今後の姫路市（姫路都市圏）の都市づくりのあり方や、周辺のまちづくりにも大きな影響を及ぼしうる

ものと考えられるが、現状ではどのように新施設を持続可能な都市発展につなげていくか議論がされて

いない。その意味では、今回の公開講座はこれからの議論の方向性や論点を整理する意味（例：播磨地

域という広域的視点をもって施設を位置づけること、アフターコンサート or コンベンション機能を周

辺地域に付与することで都市の賑わい創出につながること、指定管理者としての施設運営の担い手をい

かにして選択し同時に市民側や利用者側でもマネジメント人材をいかに育成するかということ、より良

いスタートを切るためにも早期から利用者や市民と管理者が議論できる場を設定すること、等々）で、

貴重な機会になったといえる。 

 今回の講座がきっかけとなり、より良い新施設づくりの一助となれば幸いである。 


